
 
 

  
Fig. 1 SEM images of CNT yarn 

(a) before and (b) after irradiation 

of AO. 

  
Fig. 2 Stress-strain curves 

measured on CNT yarns of before 

and after irradiation of AO. 
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【はじめに】カーボンナノチューブ(CNT)は従来構造材料の鉄鋼

と比較して、20倍もの機械強度を有し軽量であることから、航

空宇宙材料として期待されている。これまでに大気環境下にお

ける CNTの機械特性評価は行われているが、宇宙環境曝露下で

の評価はほとんどなされていない。そこで、本研究では、地上

400 kmの高度を周回する国際宇宙ステーション「きぼう」日本

実験棟船外実験プラットフォームに設置された簡易曝露実験装

置(ExHAM)において、紡績性 CNT アレイから作製した CNT 撚

糸の曝露実験を行った。これと並行し地上対照試験として、高

度 400 kmの環境を模擬した条件で原子状酸素(AO)、電子線、紫

外線を個別に照射することにより、CNT撚糸の耐宇宙環境性評

価を行った。 

【実 験】地上対照試験では、JAXA 宇宙環境計測情報システ

ムによる解析により、2 年曝露相当量を照射した。地上対照試

験及び ExHAMにて宇宙曝露した CNT 撚糸の機械特性、走査電

子顕微鏡(SEM)による構造観察、ラマン分光測定の評価を行っ

た。 

【結 果】Fig. 1及び Fig. 2に、AO照射前後の CNT 撚糸の SEM

像及び引張試験結果を示す。照射前(Fig. 1(a))に比べて、AO 照

射後(Fig. 1(b))の撚糸表面の CNT が損傷を受けていることがわ

かる。破断強度は、照射前(Fig. 2 AO 0/3 平均値 604.5 MPa)に比

べて、照射量の増加とともに減少(AO3/3平均値 263.0 MPa)した。

この破断強度の減少は、撚糸表面の AO 損傷によるものと推察

される。発表では、これら地上対照試験結果と比較して、宇宙

曝露した CNT 撚糸の結果を議論する予定である。 
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